
〔 55 〕

近
世
の
壱
岐
神
楽
本
に
関
す
る
一
考
察 

―
附　

翻
刻
「
大
神
楽
略
記
」―

須　
　

永　
　
　
　
　

敬

は
じ
め
に

近
年
、
渡
辺
伸
夫
〔
二
〇
一
〇
〕、
神
田
竜
浩
〔
二
〇
一
一
〕
ら
の
論

考
に
よ
っ
て
、
近
世
壱
岐
神
楽
を
取
り
巻
く
状
況
、
と
り
わ
け
近
世
の
神

道
化
に
よ
る
神
楽
改
変
と
い
う
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
は
、
壱
岐
神
楽
本
「
天
明
本
」
の
「
山
入
舞
」
に
着
目
し
、
元
来

山
神
と
村
人
と
の
「
宿
借
り
問
答
」
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ

の
後
の
改
訂
を
経
て
「
弘
化
本
」
の
段
階
で
は
宿
借
り
曲
と
は
い
え
な
い

ほ
ど
の
変
質
を
遂
げ
、
そ
の
要
因
を
唯
一
神
道
の
徹
底
化
に
あ
る
と
み
て

い
る
。

ま
た
、
神
田
は
、
近
世
の
壱
岐
神
楽
本
（
天
明
本
・
山
口
本
・
弘
化
本
）

の
検
討
か
ら
、
現
行
の
壱
岐
神
楽
「
猿
田
彦
」
と
「
宇
豆
女
」
が
、
弘
化

改
訂
以
前
は
中
国
地
方
の
神
楽
や
豊
前
神
楽
に
も
通
じ
る
「
荒
平
舞
」
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

両
者
の
研
究
は
い
ず
れ
も
神
楽
本
の
テ
キ
ス
ト
の
差
異
に
近
世
の
神
道

化
の
影
響
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
神
楽
本
と
い
う
資
料
を
増
や

し
比
較
対
照
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
考
証
を
行
っ
て
い
く
う

え
で
肝
要
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
壱
岐
の
近
世
神
楽
本
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
の
は
次
の
資
料

で
あ
る
。

①
「
大
神
楽
（
壱
州
）
」（
通
称
「
天
明
本
」・
平
戸
市
立
図
書
館
蔵
）

②
「
太
神
楽
次
第
記
上
・
中
」（
山
口
麻
太
郎
筆
写
稿
本
・
長
崎
市
歴
史
博
物
館
蔵
）

③
「
壱
岐
大
神
楽
略
記
」（
山
口
麻
太
郎
筆
写
稿
本
・
長
崎
市
歴
史
博
物
館
蔵
）

④
「
壱
岐
大
神
楽
次
第
略
記
」（
山
口
麻
太
郎
筆
写
稿
本
・
長
崎
市
歴
史
博
物
館
蔵
）

⑤
「
当
国
大
神
楽
次
第
記
（
断
簡
）
」（
長
崎
市
歴
史
博
物
館
蔵
）

⑥
「
改
訂
壱
岐
島
太
々
神
楽
歌
詞
次
第
記
」（
通
称
「
弘
化
本
」・
松
浦
史
料
博
物

館
蔵
）

こ
の
う
ち
、
壱
岐
神
楽
研
究
の
資
料
と
し
て
主
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の

は
、
本
田
安
次
が
紹
介
し
た
①
「
天
明
本
」
と
、
歌
詞
の
削
除
や
校
訂
の

跡
と
思
し
き
朱
字
が
記
さ
れ
た
③
「
壱
岐
大
神
楽
略
記
」、
近
世
の
神
道

化
が
行
き
わ
た
っ
た
歌
詞
と
さ
れ
る
⑥
「
弘
化
本
」
の
三
種
で
あ
る
。
特

に
作
成
・
使
用
の
年
代
が
明
ら
か
な
①
「
天
明
本
」
と
⑥
「
弘
化
本
」
と

は
、
壱
岐
神
楽
の
歴
史
的
変
遷
を
捉
え
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
②
は
後
欠
、
④
は
小
神
楽
の
歌
詞
本
、
⑤
は
断
簡
で
あ
る
。
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須　永　　　敬

　

と
こ
ろ
で
、
壱
岐
の
聖
母
宮
（
長
崎
県
壱
岐
市
勝
本
町
）
に
は
、
近
世

以
来
の
壱
岐
神
楽
本
を
綴
っ
た
資
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
綴
り
に

は
、
先
代
宮
司
の
吉
野
弘
祐
氏
が
付
し
た
と
思
わ
れ
る
厚
紙
の
表
紙
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
壱
岐
国
大
々
神
楽
次
第
記　

安
永
年
間
〜

大
正
七
年
迄　

変
遷
歌
詞
綴
」
と
の
標
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
綴
り

に
は
、
大
正
時
代
ま
で
の
六
種
の
神
楽
本
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
近
世
壱

岐
神
楽
の
姿
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

　

収
め
ら
れ
た
神
楽
本
の
表
題
を
、
綴
ら
れ
た
順
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

付
し
て
示
す
と
、

Ａ　

「
大
神
楽
略
記
」（
近
世
・
年
代
不
明
）

Ｂ　

「
（
標
題
な
し
）
」（
近
世
・
年
代
不
明
）

Ｃ　

「
壱
岐
国
大
神
楽
次
第
記
控
」（
近
世
・
年
代
不
明
）

Ｄ　

「
改
訂
壱
岐
太
々
御
神
楽
歌
詞
次
第
記
」（
弘
化
二
・
一
八
四
五
年
）

Ｅ　

「
太
神
楽
歌
詞
」（
明
治
四
・
一
八
七
一
年
）

Ｆ　

「
壱
岐
大
神
楽
歌
詞
及
次
第
記
」（
大
正
七
・
一
九
一
八
年
）

と
な
る
。
こ
の
順
番
は
、
吉
野
弘
祐
氏
が
神
楽
本
を
ま
と
め
た
際
に
、
古

い
と
み
な
し
た
神
楽
本
か
ら
順
に
綴
じ
た
も
の
と
思
わ
れ

（
１
）

、
筆
致
や
用
紙

な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
も
現
時
点
で
は
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

詞
章
の
分
析
に
よ
っ
て
は
、
今
後
そ
の
新
旧
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る

か
も
し
れ
な
い
。

表１　近世壱岐神楽次第一覧表
記号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ Ａ Ｂ Ｃ あ
資料名 大神楽（壱州）天明本 太神楽次第記上中 壱岐大神楽略記 壱岐大神楽次第略記 当国大神楽次第記（断簡） 改訂壱岐島太々御神楽歌詞次第記 大神楽略記 （標題なし） 壱岐国大神楽次第記控 大神楽次第（平戸）
成立年代 天明年間（1781～1789） 不明 不明 不明 不明 弘化２年(1845) 不明 不明 安永２年（1772）ヵ 慶応２年写
筆者・編者 不明 不明 不明 吉野雅人(光明）撰 不明 後藤正恒・松本重足 新城村祠官　平田裕□　明福 不明 吉野光教・松本重喜ヵ 不明
所蔵 平戸市立図書館 山口文庫 山口文庫 山口文庫 山口文庫 松浦史料博物館 聖母宮吉野家 聖母宮吉野家 聖母宮吉野家 亀岡神社下條家
　 神歌 神楽始 神楽始 神楽始 座奏 神楽始 四剱 四剱 神楽始 座祓
　 荒塩舞 荒塩 太鼓始 太鼓始 荒塩舞 身曽伎 二剱 二剱 荒塩舞 太鼓始
　 四本幣舞 四本幣 荒潮舞 荒塩舞 四本幣 神遊 四弓 四弓 四本幣 荒塩舞
　 注連幣舞 注連舞 四本幣 四本幣舞 二本幣 四本幣 二弓 二弓 注連舞 八乙女舞
　 幣舞 幣舞 舞 幣 以下欠 二本幣 五方開き 五方開 二本幣　是を幣舞と申 四本幣之舞
　 懸幣舞 掛舞 二本幣 二本幣舞 　 注連 神代開 （神代開） 山神舞 注連舞
　 山入舞 山入 山神舞 山神舞 　 真坂木 祝詞 　 矛舞 所堅之舞
　 鳥面舞 山黒鴉 山黒鴉舞 矛舞 　 野槌 鬼神舞 　 八咫烏舞 二本幣之舞
　 花舞 花舞 花舞 山黒鴉 　 鉾 　 　 橘舞 山神舞
　 四剱舞 来志 札幣舞 花舞 　 八咫烏 　 　 幣納 矛舞
　 二剱舞 奉幣・祝詞 神角力 礼幣納 　 橘 　 　 杓銚子 山黒烏舞
　 四弓舞 神角力 折敷舞 杓銚子 　 幣納 　 　 四剱 花舞
　 五方開神舞 四天 四剱舞 　 　 杯銚子 　 　 二剱 礼幣納舞
　 （神代開） 二天 二剱舞 　 　 湯立 　 　 四弓 四劔舞
　 三界鬼（途中まで） 肩の上 肩上舞 　 　 四剱 　 　 二弓 二劔舞
　 以下欠 ちごめのと 四弓 　 　 二剱 　 　 五方開 四弓舞
　 　 入弓 六将軍 　 　 四弓 　 　 神代開 二弓舞（六将軍トモ）
　 　 天神（岩戸神楽） 天神舞 　 　 二弓 　 　 祝詞 神角力
　 　 以下欠 山界鬼 　 　 五方開 　 　 山界鬼　是を猿田彦舞と申 五方開之舞
　 　 　 八散米舞 　 　 神代開 　 　 八散供米舞 神代開
　 　 　 　 　 　 折敷 　 　 神相撲 折敷舞
　 　 　 　 　 　 神角力 　 　 折敷舞 鈿女舞
　 　 　 　 　 　 思兼 　 　 神極舞 山海鬼神舞
　 　 　 　 　 　 太玉 　 　 　 八散供米舞
　 　 　 　 　 　 天児屋根 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 手力雄 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 鈿売 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 岩戸開 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 猿田彦 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 鈿売 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 弥散供米 　 　 　 　
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表１　近世壱岐神楽次第一覧表
記号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ Ａ Ｂ Ｃ あ
資料名 大神楽（壱州）天明本 太神楽次第記上中 壱岐大神楽略記 壱岐大神楽次第略記 当国大神楽次第記（断簡） 改訂壱岐島太々御神楽歌詞次第記 大神楽略記 （標題なし） 壱岐国大神楽次第記控 大神楽次第（平戸）
成立年代 天明年間（1781～1789） 不明 不明 不明 不明 弘化２年(1845) 不明 不明 安永２年（1772）ヵ 慶応２年写
筆者・編者 不明 不明 不明 吉野雅人(光明）撰 不明 後藤正恒・松本重足 新城村祠官　平田裕□　明福 不明 吉野光教・松本重喜ヵ 不明
所蔵 平戸市立図書館 山口文庫 山口文庫 山口文庫 山口文庫 松浦史料博物館 聖母宮吉野家 聖母宮吉野家 聖母宮吉野家 亀岡神社下條家
　 神歌 神楽始 神楽始 神楽始 座奏 神楽始 四剱 四剱 神楽始 座祓
　 荒塩舞 荒塩 太鼓始 太鼓始 荒塩舞 身曽伎 二剱 二剱 荒塩舞 太鼓始
　 四本幣舞 四本幣 荒潮舞 荒塩舞 四本幣 神遊 四弓 四弓 四本幣 荒塩舞
　 注連幣舞 注連舞 四本幣 四本幣舞 二本幣 四本幣 二弓 二弓 注連舞 八乙女舞
　 幣舞 幣舞 舞 幣 以下欠 二本幣 五方開き 五方開 二本幣　是を幣舞と申 四本幣之舞
　 懸幣舞 掛舞 二本幣 二本幣舞 　 注連 神代開 （神代開） 山神舞 注連舞
　 山入舞 山入 山神舞 山神舞 　 真坂木 祝詞 　 矛舞 所堅之舞
　 鳥面舞 山黒鴉 山黒鴉舞 矛舞 　 野槌 鬼神舞 　 八咫烏舞 二本幣之舞
　 花舞 花舞 花舞 山黒鴉 　 鉾 　 　 橘舞 山神舞
　 四剱舞 来志 札幣舞 花舞 　 八咫烏 　 　 幣納 矛舞
　 二剱舞 奉幣・祝詞 神角力 礼幣納 　 橘 　 　 杓銚子 山黒烏舞
　 四弓舞 神角力 折敷舞 杓銚子 　 幣納 　 　 四剱 花舞
　 五方開神舞 四天 四剱舞 　 　 杯銚子 　 　 二剱 礼幣納舞
　 （神代開） 二天 二剱舞 　 　 湯立 　 　 四弓 四劔舞
　 三界鬼（途中まで） 肩の上 肩上舞 　 　 四剱 　 　 二弓 二劔舞
　 以下欠 ちごめのと 四弓 　 　 二剱 　 　 五方開 四弓舞
　 　 入弓 六将軍 　 　 四弓 　 　 神代開 二弓舞（六将軍トモ）
　 　 天神（岩戸神楽） 天神舞 　 　 二弓 　 　 祝詞 神角力
　 　 以下欠 山界鬼 　 　 五方開 　 　 山界鬼　是を猿田彦舞と申 五方開之舞
　 　 　 八散米舞 　 　 神代開 　 　 八散供米舞 神代開
　 　 　 　 　 　 折敷 　 　 神相撲 折敷舞
　 　 　 　 　 　 神角力 　 　 折敷舞 鈿女舞
　 　 　 　 　 　 思兼 　 　 神極舞 山海鬼神舞
　 　 　 　 　 　 太玉 　 　 　 八散供米舞
　 　 　 　 　 　 天児屋根 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 手力雄 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 鈿売 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 岩戸開 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 猿田彦 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 鈿売 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 弥散供米 　 　 　 　

　

ま
た
、
神
楽
本
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
つ
い
て
は
新
出
資
料
で
、
い
ず
れ
も
作

成
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
Ｃ
に
つ
い
て
は
吉
野
氏
に
よ
っ
て
安
永
二
年

（
一
七
七
二
年
）
本
と
す
る
中
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、「
山
神
舞
」
歌

詞
中
の
年
代
記
載
部
分
が
墨
塗
り
の
う
え
に
白
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
確
実
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
聖
母
宮
に
伝
わ
る
神
楽
本
の
う
ち
、
本
稿
で
主
に
取
り

上
げ
る
の
は
、
Ａ
「
大
神
楽
略
記
」（
以
下
「
Ａ
本
」
と
略
す
）
で
あ
る
。

な
お
、
Ｂ
の
「
（
標
題
な
し
）
」（
以
下
「
Ｂ
本
」
と
略
す
）
は
、
神
楽
歌

の
冒
頭
部
分
以
下
が
「―

―

」
の
よ
う
に
略
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
な
ど
一

種
の
覚
書
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
構
成
と
内
容
は
Ａ
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
新
出
の
神
楽
本
を
含
め
て
近
世
壱
岐
神
楽
の
構
成
に
つ

い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
歌
詞
の
比
較
分
析
か
ら
Ａ
本
の
性
格
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

一
、
近
世
壱
岐
神
楽
の
構
成
に
つ
い
て

　

本
資
料
群
の
登
場
に
よ
っ
て
、
歌
詞
が
記
さ
れ
た
近
世
の
壱
岐
神
楽
本

は
六
種
か
ら
九
種
へ
と
増
加
し
た
。
先
ず
は
こ
れ
ら
九
種
の
神
楽
本
に
記

さ
れ
た
神
楽
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
各
資
料
の
構
成
を
示
し
た
も
の
が
表
１
と
な
る
。
こ
の
う
ち
⑥

「
改
訂
壱
岐
太
々
御
神
楽
歌
詞
次
第
記
」
は
大
々
神
楽
の
神
楽
本
、
④
「
壱
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岐
大
神
楽
次
第
略
記
」
は
小
神
楽
の
神
楽
本
、
そ
れ
以
外
は
大
神
楽
の
神

楽
本
で
あ
る
。
な
お
「
あ
」
の
「
大
神
楽
次
第
」
の
み
平
戸
神
楽
の
神
楽

本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

今
回
新
出
の
Ａ
本
と
Ｂ
本
に
は
、
他
の
神
楽
本
に
含
ま
れ
る
「
神
楽
始
」

「
太
鼓
始
」「
四
本
幣
」「
注
連
舞
」「
幣
舞
」「
掛
舞
」「
山
入
」「
山
黒
鴉
」

と
い
っ
た
演
目
が
な
く
、
極
め
て
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
既
知
の

壱
岐
神
楽
本
と
は
一
線
を
画
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

簡
素
な
構
成
の
大
神
楽
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

始
め
に
考
え
う
る
の
は
、
Ａ
・
Ｂ
両
本
が
、
現
行
の
小
規
模
神
楽
「
幣

神
楽
」「
小
神
楽
」
の
前
身
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
で
あ
る
が
、
小
規
模

神
楽
の
主
要
演
目
が
先
述
の
欠
落
し
た
「
神
楽
始
」
以
下
の
演
目
で
あ
る

こ
と
、
大
神
楽
の
特
徴
的
な
演
目
「
四
剱
」「
二
剱
」「
四
弓
」「
二
弓
」「
五

方
開
き
」「
神
代
開
」「
鬼
神
舞
」
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
そ
の
推
測
は
当
た
ら
な
い
。
両
書
は
紛
れ
も
な
く
大
神
楽
の
神

楽
本
な
の
で
あ
る
。

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
Ａ
・
Ｂ
両
書
が
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る

大
神
楽
の
前
身
、
も
し
く
は
別
流
の
神
楽
を
示
す
資
料
で
は
な
い
か
と
い

う
推
測
で
あ
る
が
、
そ
の
推
測
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
。
Ａ
本
と
そ
の

歌
詞
の
分
析
を
通
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、「
大
神
楽
略
記
」（
Ａ
本
）
と
歌
詞
の
比
較
考
察

　

「
大
神
楽
略
記
」（
Ａ
本
）
は
、
吉
野
弘
祐
氏
が
ま
と
め
た
「
壱
岐
国
大
々

神
楽
次
第
記　

安
永
年
間
〜
大
正
七
年
迄　

変
遷
歌
詞
綴
」
の
一
冊
目
に

綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
聖
母
宮
に
伝
来
し
た
時
期
と
経
緯
は
不
明
で
あ

る
。
全
丁
に
わ
た
っ
て
上
部
に
欠
損
が
見
ら
れ
、
右
側
は
厚
紙
の
表
紙
で

綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
法
量
は
あ
く
ま
で
目
安
と
な
る
が
、
縦

二
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
七
セ
ン
チ
。
袋
綴
の
二
十
三
丁
か
ら
な
る
神

楽
本
で
あ
る
。
神
楽
本
自
体
に
表
紙
は
な
く
、
一
丁
オ
の
一
行
目
に
「
大

神
楽
略
記
」
と
標
題
が
記
さ
れ
（
写
真
１
）、
以
下
「
四
剱
」「
二
剱
」「
四

弓
」「
二
弓
」「
五
方
開
き
」「
神
代
開
」「
祝
詞
」「
鬼
神
舞
」
の
演
目
名

と
そ
の
歌
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
系
統
と
思
し
き
Ｂ
本

に
は
「
四
剱
」
か
ら
「
神
代
開
」
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

写真１　「大神楽略記」（Ａ本）１丁オ
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最
後
の
二
十
三
丁
オ
に
記
さ
れ
た
「
鬼
神
舞
」
は
、
歌
詞
も
完
結
し
て

い
る
た
め
、
こ
こ
で
「
大
神
楽
略
記
」
は
終
わ
る
が
、
そ
の
裏
（
二
十
三

丁
ウ
）
の
一
行
目
に
は
「
新
城
村
祠
官
平
田
裕
□
（
擦
れ
に
よ
り
字
の
有

無
は
判
読
で
き
ず
）
」
と
記
さ
れ
、
二
行
目
に
は
「
明
福
」
と
記
さ
れ
て

い
る
（
写
真
２
）。
こ
れ
ら
の
人
名
は
、
こ
の
神
楽
本
の
筆
者
、
も
し
く

は
使
用
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
続
く
三
行
目
に
は
「
大
神
楽
次

第
略
記
」
と
記
さ
れ
、「
祝
詞
」
か
ら
始
ま
る
新
た
な
神
楽
歌
詞
が
記
さ

れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
丁
ま
で
で
後
欠
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
Ａ
本
の
各
演
目
の
神
楽
歌
に
つ
い
て
、
同
じ
く
近
世
の
神
楽
本

で
あ
る
①
「
大
神
楽
（
壱
州
）
」（
以
下
「
天
明
本
」
）、
②
「
太
神
楽
次

第
記
上
・
中
」（
以
下
「
次
第
記
」
）、
③
「
壱
岐
大
神
楽
略
記
」（
以
下
「
略

記
」
）、
⑥
「
改
訂
壱
岐
島
太
々
神
楽
歌
詞
次
第
記
」（
以
下
「
弘
化
本
」
）、

Ｃ
「
壱
岐
国
大
神
楽
次
第
記
控
」（
以
下
「
Ｃ
本
」
）
等
と
の
比
較
を
通

し
て
、
近
世
壱
岐
神
楽
に
お
け
る
本
資
料
の
位
置
を
確
定
さ
せ
て
い
き
た

い
。（

１
）「
四
剱
」

　

演
目
名
は
、
次
第
記
の
み
「
四
天
」
と
し
、
そ
れ
以
外
は
「
四
剱
」
と

記
す
。

「
四
剱
」
の
歌
詞
は
、
神
楽
歌
六
首
、
剱
の
由
来
、
神
楽
歌
六
首
か
ら

な
り
、
そ
の
構
成
自
体
は
近
世
か
ら
現
代
ま
で
ほ
ぼ
保
た
れ
て
い
る
。
前

段
に
お
い
て
は
、
正
面
・
東
・
南
・
西
・
北
・
中
央
の
順
に
六
首
の
神
楽

歌
が
唱
え
ら
れ
る
。
Ａ
本
・
天
明
本
・
次
第
記
・
略
記
は
、
い
ず
れ
も
春

夏
秋
冬
の
四
季
に
ち
な
ん
だ
歌
が
東
南
西
北
に
振
り
分
け
ら
れ
る
が
、
弘

化
改
訂
を
経
た
弘
化
本
以
降
は
、
神
を
称
え
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
央
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
る
「
何
事
も
我
か
心
よ
り
な
す
も
の
を　

其
能

き
わ
さ
を
思
召
立
ら
ん
」
の
句
は
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
の
み
見
ら
れ
る
。

　

続
く
剱
の
由
来
で
は
、
Ａ
本
・
Ｃ
本
・
天
明
本
は
「
龍た

つ

の
王き

み

」
が
作
っ

た
も
の
と
す
る
。
略
記
で
は
朱
字
で
こ
れ
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
弘

化
本
で
は
「
龍
の
王
」
は
削
除
さ
れ
、
神
代
よ
り
の
由
来
と
す
る
。

　

剱
に
つ
い
て
は
第
一
の
剱
か
ら
第
四
の
剱
ま
で
の
由
来
が
語
ら
れ
る
。

Ａ
本
・
天
明
本
で
は
一
通
り
の
剱
の
名
称
を
述
べ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
剱 写真２　「大神楽略記」（Ａ本）23丁ウ
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の
由
緒
を
語
る
が
、
弘
化
本
で
は
各
剱

ご
と
に
名
称
と
由
緒
を
述
べ
る
と
い
っ

た
異
同
が
あ
る
。
ま
た
、
剱
の
名
称
と

由
緒
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ａ
本
・
Ｂ

本
・
Ｃ
本
・
略
記
・
弘
化
本
が
ほ
ぼ
共

通
し
て
い
る
が
、
天
明
本
と
次
第
記
は

や
や
簡
潔
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
に
も

表
２
の
よ
う
な
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。

　

次
段
の
神
楽
歌
で
は
、「
白
銀
の―

」、

「
天
照
神
乃
御
心―

」
の
二
種
は
い
ず
れ

の
神
楽
本
も
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
見
て
い
く
と
、
四
種

の
神
楽
本
は
そ
の
構
成
が
一
致
し
つ
つ

も
、
神
楽
歌
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
分
か
る
。
弘
化
本
に
の
み
四
季
と
四

方
と
を
対
応
さ
せ
る
歌
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
に
は
、
弘
化
改
訂
の
跡
が
確
認
で

き
る
。
ま
た
剱
の
名
称
・
由
来
に
つ
い

て
は
天
明
本
と
次
第
記
の
み
が
簡
略
な

形
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
Ａ
本

と
、
Ｂ
本
・
Ｃ
本
・
略
記
・
弘
化
本
と

の
近
似
性
が
見
い
だ
せ
る
。

（
２
）「
二
剱
」

　

演
目
名
は
、
次
第
記
の
み
「
二
天
」
そ
れ
以
外
は
「
二
剱
」
と
記
す
。

Ａ
本
に
は
「
物
こ
と
に
お
そ
ル
心
を
拂
ひ
な
ば　

何
れ
の
神
か
障
り
有

べ
き
」
の
一
首
の
み
で
、
次
第
記
・
略
記
・
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
一
致
し
て
い

る
。「
二
剱
」
は
両
脇
下
に
剱
を
当
て
、
さ
ら
に
一
本
の
剱
を
口
に
咥
え

て
前
後
転
す
る
、
危
険
を
伴
っ
た
勇
壮
な
舞
で
あ
り
、
舞
に
先
立
っ
て

「
物
こ
と
に―

」
の
歌
を
唱
え
る
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
示
し
て
い

る
。
一
方
、
天
明
本
に
は
歌
は
な
く
「
於
寶
殿
勤
行
有
之
、
傳
受
之
秘
文

祠
官
勤
之
」
と
の
み
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
傳
受
之
秘
文
」
が
「
物
こ
と
に

―

」
の
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

と
こ
ろ
が
弘
化
本
は
、「
天
て
ら
す
日
か
け
の
か
づ
ら
長
き
夜
の　

た

め
し
に
今
も
か
け
て
む
す
ば
ん
」、「
し
り
へ
手
に
ふ
り
に
し
太
刀
の
い
き

ほ
ひ
に　

神
も
浮
世
を
の
か
る
る
と
き
く
」
の
二
首
が
記
さ
れ
て
お
り
、

現
行
の
壱
岐
神
楽
に
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

「
二
剱
」
の
歌
の
比
較
か
ら
も
や
は
り
弘
化
改
訂
の
大
き
さ
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
天
明
本
が
「
秘
文
」
と
し
て
歌
を
記
し
て
い
な

い
こ
と
は
同
書
の
特
徴
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

（
３
）「
四
弓
」

演
目
名
は
、
次
第
記
の
み
「
入
弓
」
そ
れ
以
外
は
「
四
弓
」
と
記
す
。

「
四
弓
」
も
先
の
「
四
剱
」
と
同
様
の
構
成
で
あ
り
、
神
楽
歌
、
弓
の

由
来
、
神
楽
歌
か
ら
な
っ
て
い
る
。

表２　四剱の由来比較表（各項目の表記はＡ本・天明本に拠る）
　 　 第一 第二 第三 第四

Ａ本・Ｂ本・Ｃ本・
　略記・弘化本

名称
十がの剱・天の尾
羽張・伊豆乃尾張

大蛇のあらまさ・
はばきりの剱・天
はいきりの剱

天むらくもの剱・
草なきの剱

都の霊・健布都乃
剱・佐肆ふつの剱・
豊剱

由緒 伊弉諾尊 素戔嗚尊 大蛇の尾より出る
高倉下シの夢の内
に得る

祀られる宮 ― 大和国石の上乃宮 尾張国あつたの宮 鹿嶋の宮

天明本・次第記

名称 とつかの剱 天村雲の剱 ははきかの剱 布都のミ玉

由緒 ― ― ― ―

祀られる宮 大和国いその宮 伊勢大神宮 出雲国大社 常陸国鹿嶋の神宮
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最
初
の
神
楽
歌
は
Ａ
本
で
は
五
首
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ

本
に
は
秋
の
句
が
欠
け
て
い
る
が
、
天
明
本
と
次
第
記
に
は
「
四
弓
」
と

同
じ
く
四
季
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
明
本
以
外
に
は
「
梓
弓
六

ツ
乃
し
ら
べ
の―

」
の
歌
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
略
記
に
は
「
四
弓
」

と
「
肩
上
」
と
し
て
二
首
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
朱
字
に
て
二
首
の
書
き
込

み
や
前
後
の
入
れ
替
え
の
指
示
な
ど
が
あ
り
、
か
な
り
の
混
乱
が
見
ら
れ

る
。
弘
化
本
で
は
四
季
を
詠
ん
だ
歌
が
消
え
、
専
ら
弓
に
つ
い
て
詠
ま
れ

た
古
歌
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

続
く
弓
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
先
ず
弓
の
名
称
に
つ
い
て
、
Ａ
本
で
は

第
一
の
御
弓
を
座
陣
の
弓
、
第
二
の
御
弓
を
発
向
の
弓
、
第
三
の
御
弓
を

護
持
の
弓
、
第
四
の
御
弓
を
治
世
の
弓
と
し
て
い
る
。
現
行
の
壱
岐
神
楽

に
は
無
い
箇
所
で
あ
る
が
、
他
の
近
世
の
神
楽
本
に
は
共
に
こ
の
記
述
が

み
ら
れ
る
。
相
違
が
あ
る
の
は
各
弓
の
由
緒
に
つ
い
て
で
あ
り
、
Ａ
本
・

山
口
本
・
弘
化
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
弓
が
天
照
大
神
、
高
皇
産
霊
尊
、
天

乃
忍
日
乃
命
、
彦
火
火
出
会
尊
な
ど
と
関
連
付
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
天
明
本
で
は
全
く
記
載
が
な
く
、
次
第
記
に
は
弓
の
本
地
と

し
て
田
村
将
軍
と
弓
の
由
来
が
語
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
両
書
の
特
徴
と
い

え
よ
う
。

ま
た
、
弓
と
矢
の
由
来
を
述
べ
た
後
、
Ａ
本
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

（
以
下
、
引
用
文
の
句
読
点
及
び
括
弧
内
の
記
述
は
筆
者
が
付
し
た
。）

其
時
弓
始
せ
ん
と
思
召
、
他
宿
の
城
戸
と
ほ
〳
〵
と
打
な
ら
さ
せ
給
へ
ば
、

内
よ
り
男
こ
た
え
て
一
首
か
く
ら
ん
。

改
ル
年
の
始
の
弓
枕　

吾
が
せ
し
こ
と
の
叶
斗
り
ニ

他
そ
の
城
戸
を
ほ
と
〳
〵
と
打
な
ら
さ
せ
給
へ
ば
、
内
よ
り
女
人
こ
た
え
て

一
首
書
く
ら
ん
。

千
早
振
神
の
前
ニ
弓
張
り
て　

百
矢
射
共
あ
だ
矢
い
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
城
戸
を
打
ち
鳴
ら
し
、
中
か
ら
男
・
女
が
答
え
る
と
い
う

場
面
は
、
天
明
本
や
、
次
第
記
に
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
略
記
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
る
。

新
成
神
の
御
弓
て
高
張
て　

百
矢
射
る
と
も
あ
た
矢
射
さ
せ
す
（
朱
字
）

　

其
時
、
弓
お
く
ら
せ
ん
□
た
そ
の
城
戸
を
ほ
と
〳
〵
と
打
な
ら
さ
せ
給
へ
ハ
、

内
よ
り
男
答
へ
て
一
首
か
く
そ
聞
へ
け
り
。

改
る
年
の
は
じ
め
の
弓
枕　

我
せ
し
事
の
叶
ふ
ば
か
り
に

城
戸
を
打
ち
鳴
ら
す
と
い
う
訪
い
の
場
面
が
見
せ
消
ち
と
さ
れ
、
代
わ
り

に
「
新
成
神
の
御
弓―

」
の
歌
が
朱
字
で
加
筆
さ
れ
る
と
い
う
改
訂
が
行

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
弘
化
本
に
至
っ
て
は
、
こ
の
場
面
は
一
切
登
場
し

な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
弓
の
由
来
を
語
る
場
面
で
は
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ
本
・
略

記
・
弘
化
本
と
の
共
通
性
が
み
ら
れ
、
天
明
本
・
次
第
記
に
は
独
自
性
が

み
ら
れ
た
。
一
方
、
城
戸
を
打
ち
鳴
ら
す
訪
い
の
場
面
に
つ
い
て
は
Ａ
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本
・
Ｃ
本
・
天
明
本
・
次
第
記
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
略
記
に
て
削

除
の
跡
が
見
ら
れ
、
弘
化
本
に
記
載
が
な
い
と
い
う
差
異
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
４
）「
二
弓
」

　

「
二
弓
」
は
神
楽
本
に
よ
る
相
違
が
大
き
い
演
目
で
あ
る
。
天
明
本
と

次
第
記
に
は
そ
も
そ
も
「
二
弓
」
の
演
目
自
体
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

略
記
は
演
目
名
を
「
六
将
軍
」
と
す
る
。
Ａ
本
も
「
二
弓
」
と
し
な
が
ら

も
「
其
六
将
軍
と
申
奉
る
ハ―

」
と
記
し
て
い
る
。

　

で
は
六
将
軍
と
は
何
か
。
Ａ
本
で
は
、
宗
像
・
住
吉
・
諏
訪
・
勢

（
熱
ヵ
）

田
・

三
嶌
・
こ
う
良
の
六
神
と
す
る
。
略
記
は
宗
像
・
河
上
・
住
吉
・
諏
訪
・

高
良
・
武
内
と
記
す
箇
所
が
あ
る
一
方
で
、「
六
将
軍
と
申
奉
る
ハ
宗
像

河
上
熱
田
三
島
住
吉
諏
訪
高
良
大
神
な
り
是
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
の
時

は
る
か
な
る
天
よ
り
そ
下
ら
せ
給
ひ
け
り
」（
傍
線
は
朱
字
に
よ
る
加
筆

箇
所
、
枠
線
は
朱
筆
の
枠
線
で
囲
ま
れ
た
箇
所
）
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、

河
上
社
が
削
除
さ
れ
熱
田
と
三
島
が
加
わ
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
高
良
と
武

内
が
重
複
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
Ａ
本
に

○
其
六
将
軍
と
申
奉
る
ハ
、
宗
像
住
吉
諏
訪
勢
（
マ
マ
）

田
三
嶌
こ
う
良
乃
大
神
也
。

怨
敵
退
散
乃
為
ニ
天
下
ら
せ
玉
へ
け
り
。

抑
東
方
殿
と
申
奉
る
ハ
、
六
万
六
千
六
百
六
十
六
神
の
大
小
神
祇
冥
道
、
高
き

ハ
大
神
低
き
小
神
毎
ニ
部
類
春
（
マ
マ
）

属
共
ニ
降
臨
影
向
し
た
ま
へ
。

　

西
南
北
共
ニ
同
断
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
将
軍
は
怨
敵
退
散
の
た
め
に
天
下
る
の
で
あ
り
、

東
西
南
北
の
大
小
神
祇
と
そ
の
部
類
眷
属
の
影
向
を
共
に
祈
請
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
山
口
本
で
は
「
東
方
殿
」
以
下
の
部
分
が
朱
枠
で

囲
わ
れ
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
代
わ
り
に
一
首
の
歌
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
東
方
殿
以
下
四
方
の
神
の
影
向
を
乞
う
の
は
、
次
の

「
五
方
開
き
」
と
内
容
が
重
複
し
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

弘
化
本
に
至
っ
て
は
、
六
将
軍
の
名
と
四
方
の
神
を
勧
請
す
る
件
は
見

え
な
く
な
り
、
弓
の
威
力
に
よ
り
諸
々
の
災
い
を
祓
う
こ
と
を
四
方
に
向

か
っ
て
祈
念
す
る
舞
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

（
５
）「
五
方
開
き
」・「
神
代
開
」・「
祝
詞
」

　

現
行
壱
岐
神
楽
に
お
い
て
、
五
方
堅
・
神
代
語
・
大
諄
辞
が
一
連
の
演

目
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
五
方
開
き
」・「
神
代
開
」・「
祝
詞
」

の
間
に
も
関
連
が
み
ら
れ
る
。
天
明
本
は
「
五
方
開
神
舞
」、
略
記
も
「
天

神
舞
」
と
い
う
一
つ
の
演
目
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
一
括
し
て

論
じ
る
。

　

Ａ
本
で
は
、
東
・
西
・
南
・
北
・
中
央
・
下
方
の
神
々
を
呼
び
寄
せ

て
お
り
、
言
葉
に
若
干
の
相
違
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
Ｃ
本
・
天
明

本
・
次
第
記
・
略
記
共
に
一
致
し
て
い
る
。
弘
化
本
は
東
・
西
・
南
・

北
・
中
央
の
五
方
と
な
り
下
方
が
欠
落
し
、
四
方
の
山
名
や
、「
六
萬
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六
千
六
百
六
拾
六
乃
神
大
小
乃
神
祇
冥
道
」
と
い
っ
た
神
の
数
が
省
か
れ

る
な
ど
、
か
な
り
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
最
も
大
き
な
相
違
点
と
言
え
る
の
が
、
問
答
部
分
で
あ
る
。

Ａ
本
で
は
「
五
方
開
き
」
の
末
尾
に
「
此
辺
に
国
津
神
や
有
ル
」「
夫
に

御
こ
え
の
有
リ
け
る
ハ
何
れ
の
神
ニ
而
ま
し
ま
す
か
」
と
い
う
問
答
が
出

現
し
、「
神
代
開
」
冒
頭
の
「
天
津
神
に
廻
リ
逢
こ
そ
嬉
し
け
れ　

積
思

ひ
を
何
と
か
た
ら
ん
」
に
続
き
、
神
代
語
り
が
始
ま
る
。
こ
の
点
は
、
Ｂ

本
・
Ｃ
本
・
弘
化
本
に
共
通
す
る
。

　

一
方
、
天
明
本
で
は
、「
此
あ
た
り
に
乙
太
夫
殿
や
あ
る　

乙
面
や
を

わ
す
ら
ん
」「
は
つ
れ
け
る
を
と
も
の
は
し
に
は
つ
れ
け
る　

京
極
ま
て

の
御
供
を
申
さ
ん
」
と
あ
る
。
次
第
記
も
同
様
で
あ
る
が
天
神
を
「
天
満

大
自
在
天
神
」
と
し
て
い
る
の
が
独
特
で
あ
る
。
略
記
で
は
、「
此
辺
に

乙
太
夫
殿
あ
る
」「
は
つ
れ
け
る
御
供
の
は
し
に
は
つ
れ
け
る　

京
都
迄

の
御
供
を
申
さ
ん
」
と
、
ほ
ぼ
同
文
が
記
さ
れ
な
が
ら
も
問
答
部
分
が
見

せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
天
神
（
天
津
神
）
と
の
問
答
相
手
に
つ
い
て
、
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ

本
・
弘
化
本
は
「
国
津
神
」
と
し
、
天
明
本
・
次
第
記
・
略
記
は
「
乙
太

夫
」
と
し
て
お
り
、
顕
著
な
差
異
を
確
認
で
き
る
。

　

そ
し
て
神
代
語
り
を
挟
ん
で
、
二
人
が
別
れ
る
こ
と
と
な
る
。

Ａ
本
で
は
、

○
あ
ひ
ふ
れ
ば
つ
も
る
思
ひ
の
胸
晴
て
。

　

扨
も
天
神
ハ
何
れ
の
道
に
て
お
わ
し
。

　

わ
れ
ハ
天
津
神
故
君
た
る
道
。
扨
も
汝
ハ
何
れ
の
道
成
ル
そ
や
。

　

僕
か
れ
は
国
津
神
故
臣
た
る
道
、
君
臣
道
を
始
と
し
て
千
道
百
道
多
け
れ
と
、

　

正
シ
キ
道
は
神
乃
通
イ
路
。

○
是
よ
り
ハ
た
ゝ
し
き
道
を
た
ゝ
し
て
、
今
ゟ
ハ
都
の
方
に
御
供
を
申
さ
ん
。

只
今
つ
の
ゝ
継
弓
神
通
の
か
ふ
ら
矢
お
く
り
参
リ
た
り
。
扨
も
其
品
々
至
来

目
出
度
、
先
は
文
一
見
申
さ
ん
。

と
あ
る
。
天
明
本
に
も
同
様
の
問
答
が
記
さ
れ
る
が
「
国
津
神
」
は
「
乙

太
夫
殿
」
と
記
さ
れ
る
。
次
第
記
に
も
や
は
り
天
神
と
乙
太
夫
と
の
問
答

が
記
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
長
々
と
尽
し
物
が
語
ら
れ
る
な
ど

独
特
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
本
・
Ｃ
本
・
弘
化
本
で
は
「
天
津
神
」

と
「
国
津
神
」
の
問
答
と
な
っ
て
お
り
、
弘
化
本
の
欄
外
に
は
「
天
神
」「
地

神
」
と
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
略
記
に
は
こ
の
問
答
記
述
が
な

い
。

　

さ
て
、「
文
一
見
申
さ
ん
」
の
「
文
」
と
は
祝
詞
の
こ
と
で
あ
る
。
舞

は
そ
の
ま
ま
「
祝
詞
」
へ
と
続
く
が
、
Ａ
本
に
は
演
目
の
み
で
祝
詞
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
略
記
は
次
の
「
山
界
鬼
」
に
続
く
た
め
も
と
よ
り
祝
詞

は
な
い
。

　

天
明
本
に
は
「
日
本
最
上
神
祇
斎
場―

」
で
始
ま
る
祝
詞
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
渡
辺
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
唯
一
神
道
の
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
〔
渡
辺　

二
〇
一
〇　

一
〇
〕。
さ
ら
に
次
第
記
の
祝
詞
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は
天
明
本
の
祝
詞
に
続
い
て
「
斎
場
所
太
元
尊
神
日
輪
太
神
宮
」「
唯
一

神
道
三
元
三
行
三
妙
加
持
信
爰
奉
行
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
、
天
明

本
同
様
の
唯
一
神
道
の
神
楽
本
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
弘
化
本
に
な
る
と
祝
詞
が
一
変
す
る
。「
大
日
本
豊

あ
し
原
の―

」
か
ら
始
ま
る
祝
詞
は
皇
国
の
神
聖
、
あ
る
い
は
天
照
皇
大

神
を
始
め
八
百
万
の
天
神
地
祇
を
仰
ぎ
敬
う
べ
き
こ
と
を
唱
え
る
。
そ
し

て
こ
の
祝
詞
は
現
行
の
壱
岐
神
楽
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
天
明
本
と
次
第
記
に
唯
一
神
道
の
影
響
が
見
ら

れ
る
の
が
確
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
弘
化
本
に
至
る
と
そ
れ
は
唯
一
神
道

か
ら
の
脱
却
（
た
と
え
ば
復
古
神
道
や
国
学
へ
の
傾
倒
な
ど
）
の
動
き
の

表
れ
と
見
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
渡
辺
は
唯
一
神

道
に
よ
る
神
楽
改
革
が
安
永
・
弘
化
・
明
治
と
数
度
に
わ
た
っ
た
と
述

べ
、
天
明
本
の
改
訂
化
は
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
が
〔
渡
辺　

二
〇
一
〇　

七
、一
〇
〕、
そ
の
後
弘
化
の
改
訂
で
唯
一
神
道
色
は
か
え
っ

て
薄
め
ら
れ
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
６
）「
鬼
神
舞
」

　

Ａ
本
の
「
鬼
神
舞
」
は
、
天
明
本
に
「
三
界
鬼
」、
略
記
に
「
山
界
鬼
」、

Ｃ
本
に
「
山
界
鬼　

是
を
猿
田
彦
舞
と
申
」、
弘
化
本
に
「
猿
田
彦
」「
鈿

売
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
演
目
名
に
大
き
な
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
な

お
、
現
行
壱
岐
神
楽
で
は
「
猿
田
彦
」「
鈿
女
」
と
さ
れ
る
。

　

近
世
の
壱
岐
神
楽
本
で
は
、
先
ず
「
内
」（
も
し
く
は
「
内
舞
」「
舞
前

人
」
と
記
さ
れ
る
）
と
、「
猿
田
彦
」（
も
し
く
は
「
鬼
」「
鬼
神
」
な
ど

と
記
さ
れ
る
）
と
の
問
答
が
あ
り
、
そ
の
後
天
地
開
闢
の
神
話
が
「
猿
田

彦
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
最
後
に
鈿
女
と
と
も
に
舞
い
納
め
る
と
い
う
形

式
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
演
目
に
つ
い
て
は
既
に
神
田
の
専
論
が
あ
る
〔
神
田　

二
〇
一
二
〕。
神
田
は
、
こ
れ
ら
天
明
本
・
略
記
等
に
現
れ
る
「
三
（
山
）

界
鬼
」
の
分
析
を
通
し
て
、
中
国
地
方
の
神
楽
に
登
場
す
る
鬼
神
（
荒
平
）

と
法
者
（
里
人
）
の
対
決
に
通
じ
る
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
で
紹
介
し
た
Ａ
本
に
は
「
夫
某
は
猿
田
彦
の
化
身
に
て
谷
八
つ
嶺
八

ツ
打
ふ
さ
か
り
た
る
あ
ら
ひ
ら
と
ハ
吾
か
事
也
」
と
あ
り
、
Ｃ
本
に
も
ほ

ぼ
同
文
で
「
あ
ふ
ら
ひ
ら
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
荒
平
が
猿
田
彦
に
読

み
替
え
ら
れ
た
と
す
る
神
田
の
説
を
裏
付
け
る
資
料
と
な
る
。

　

ま
た
、
Ａ
本
の
「
し
ん
だ
ん
、
天
竺
、
三
か
ん
、
け
ひ
た
ん
、
と
く
き

ん
、
か
ふ
ぢ
、
其
余
乃
外
国
か
そ
ゆ
る
に
い
と
ま
な
し
。
天
ニ
九
野
あ
り
、

京
に
九
脩
有
リ
。」
の
箇
所
は
、
Ｃ
本
に
も
認
め
ら
れ
、
略
記
で
は
記
さ

れ
な
が
ら
も
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
。
神
田
は
、
略
記
の
こ
の
記
述
に
榊

を
求
め
て
多
く
の
国
を
探
し
回
っ
た
と
す
る
「
荒
平
舞
詞
」
の
中
世
的
世

界
観
が
現
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
先
の
「
あ
ら
ひ
ら
」
の
名
乗
り
と
と

も
に
Ａ
本
お
よ
び
Ｃ
本
に
は
中
世
的
な
神
楽
祭
文
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
大
大
神
楽
本
で
あ
る
弘
化
本
で
は
磐

戸
神
楽
の
後
に
「
猿
田
彦
」「
鈿
女
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
問
答
形
式
は
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残
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
に
自
ら
を
「
猿
田
彦
」
と
名
乗
る
な
ど
、
も
は

や
「
あ
ら
ひ
ら
」
や
「
三
界
鬼
」
の
面
影
は
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
略
記
の
「
三
界
鬼
」
で
は
、「
内
舞
」
か
ら
三
日
三
晩
の
榊
の

借
用
を
願
わ
れ
た
猿
田
彦
が
そ
れ
を
許
し
、
天
女
の
舞
へ
と
移
る
の
だ

が
、
こ
の
場
面
は
Ａ
本
・
Ｃ
本
に
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
Ａ
本
と
Ｃ

本
と
は
鈿
女
の
舞
を
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。

白
川
琢
磨
は
、
福
岡
県
豊
前
神
楽
の
事
例
か
ら
、
荒
平
が
猿
田
彦
に
、

法
者
が
天
鈿
女
命
に
読
み
替
え
ら
れ
た
経
緯
を
分
析
し
て
い
る
〔
白
川　

二
〇
〇
六　

二
三
一
〕。
壱
岐
神
楽
に
お
い
て
は
弘
化
改
訂
ま
で
は
「
内
」

（
法
者
）
と
「
猿
田
彦
」（
鬼
）
と
の
問
答
を
中
心
と
す
る
演
目
構
成
で
あ
っ

た
も
の
が
、
や
が
て
「
内
」
の
存
在
意
義
が
薄
ま
り
、
代
わ
っ
て
、
演
目

の
最
後
に
登
場
す
る
「
鈿
女
」
に
問
答
の
役
割
が
付
与
さ
れ
た
と
言
え
よ

う
。な

お
、
現
行
壱
岐
神
楽
に
は
「
内
」
と
「
猿
田
彦
」
の
問
答
は
な
い
。

そ
の
問
答
場
面
が
明
確
に
削
除
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
管
見
の
限
り
で

は
、
Ｅ
「
太
神
楽
歌
詞
」（
明
治
四
・
一
八
七
一
年
）
が
最
初
で
あ
る
。

（
７
）
小
結

　

以
上
、
近
世
壱
岐
神
楽
本
の
比
較
を
通
し
て
Ａ
本
の
位
置
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

一
つ
は
、
今
回
比
較
し
た
諸
本
を
見
る
限
り
で
言
え
ば
、
現
行
神
楽
の

基
と
な
る
弘
化
本
は
極
め
て
特
異
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
弘
化
本
に
の
み
欠
如
し
て
い
る
要
素
を
列
挙
す
れ
ば
、「
四
剱
」
に

お
け
る
四
季
と
四
方
の
対
照
、
及
び
剱
の
名
称
と
由
緒
、「
四
弓
」
に
お

け
る
城
戸
を
打
ち
な
ら
す
件
、「
二
弓
」
に
お
け
る
東
方
殿
ほ
か
四
方
神

の
勧
請
、「
五
方
開
き
」「
神
代
開
き
」「
祝
詞
」
に
お
け
る
四
方
の
山
名
、

勧
請
す
る
神
の
数
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
祝
詞
」
の
内
容
や
「
鬼

神
舞
」
が
「
猿
田
彦
」
に
確
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
神
道
化
が
か
な
り
徹
底
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
Ａ
本
は
弘
化
本
よ
り
も
、
天
明
本
・
次
第
記
・
略
記
・
Ｂ

本
・
Ｃ
本
に
よ
り
近
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
を
さ
ら
に
進
め
る
。

　

略
記
は
朱
筆
に
よ
る
枠
線
、
取
り
消
し
線
な
ど
神
楽
改
訂
の
跡
が
見
ら

れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
Ａ
本
の
内
容
と
こ
の
改
訂
箇
所

を
比
較
す
る
と
、
Ａ
本
と
同
内
容
の
加
筆
が
「
四
剱
」
の
「
龍
の
王
」、

お
よ
び
「
五
方
開
き
」
に
お
け
る
「
山
名
」
の
記
述
で
あ
る
。
一
方
、
Ａ

本
と
同
内
容
で
あ
り
な
が
ら
削
除
さ
れ
た
の
が
「
四
弓
」
の
木
戸
を
打
ち

鳴
ら
す
場
面
、「
二
弓
」
の
東
方
殿
以
下
四
方
神
の
勧
請
、「
五
方
開
き
」

末
尾
の
問
答
、「
鬼
神
舞
」
の
「
あ
ら
ひ
ら
」
と
「
三
韓
」
等
々
の
国
名

の
列
挙
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
加
筆
箇
所
は
Ａ
本
・
Ｃ
本
・
天
明
本

と
共
通
し
て
お
り
、
削
除
箇
所
の
う
ち
「
四
弓
」
の
城
戸
を
打
つ
件
、「
二

弓
」
の
東
方
殿
以
下
四
方
神
勧
請
な
ど
が
弘
化
本
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
Ａ
本
・
Ｃ
本
・
天
明
本
と
弘
化
本
と
の
両
方
の
要
素
を
併
せ
持
つ
の

が
略
記
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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で
は
、
Ａ
本
と
天
明
本
は
ど
う
か
。
Ａ
本
に
見
ら
れ
、
天
明
本
に
見
ら

れ
な
い
要
素
を
列
挙
す
れ
ば
、「
四
剱
」「
四
弓
」
に
お
け
る
剱
・
弓
と
神

と
の
関
係
記
述
、「
二
弓
」
の
演
目
自
体
の
不
在
、「
神
代
開
き
」
の
「
乙

太
夫
」、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
Ａ
本
と
天
明
本
と
の

三
つ
の
相
違
点
は
、
逆
に
天
明
本
と
次
第
記
と
の
共
通
点
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
天
明
本
と
次
第
記
と
は
吉
田
神
道
の
祝
詞
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
近
世
の
壱
岐
神
楽
本
の
な
か
に
は

そ
れ
ぞ
れ
相
違
点
が
存
在
し
て
い
る
が
、
互
い
に
重
複
す
る
箇
所
も
あ

り
、
そ
の
系
譜
を
神
楽
歌
の
差
異
か
ら
単
純
に
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
こ
の
よ
う
な
混
乱
し
た
状
況
は
発
想
の
転

換
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
ら
近
世
壱
岐
神
楽
の
テ
キ
ス
ト
は
、
単
系
的
な

発
展
の
跡
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
諸
宗
教

者
に
よ
っ
て
多
様
な
神
楽
が
担
わ
れ
て
来
た
こ
と
の
表
れ
と
し
て
捉
え
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三　

Ａ
本
と
平
戸
神
楽
本
と
の
関
係

　

こ
れ
ま
で
壱
岐
島
内
の
近
世
神
楽
本
を
見
て
き
た
が
、
実
は
Ａ
本
と
近

い
テ
キ
ス
ト
が
平
戸
に
あ
る
。
そ
れ
は
平
戸
神
楽
の
神
楽
本
、
下
條
家
本

で
あ
る
。
壱
岐
は
近
世
以
降
平
戸
藩
領
で
あ
り
、
壱
岐
神
楽
と
平
戸
神
楽

と
の
間
に
は
歴
史
的
に
も
深
い
交
流
と
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
Ａ
本
と

下
條
家
本
を
比
較
す
る
と
、
下
條
家
本
は
神
楽
の
規
模
も
大
き
く
、「
鬼

神
舞
」
の
部
分
に
も
神
道
化
の
進
ん
だ
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
〔
神
田　

二
〇
一
一　

三
三
〕、
そ
の
他
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
神
楽
の
要
素
に
お

い
て
、
両
書
は
見
事
な
一
致
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

下
條
家
本
は
、
冒
頭
に
「
陰
陽
家
大
神
楽
次
第
本
記
」
と
あ
る
こ
と
、

ま
た
神
楽
歌
中
に
慶
応
二
年
、
松
浦
郡
桶
屋
町
の
天
社
宮

0

0

0

で
舞
わ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
陰
陽
師
の
神
楽
本
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

近
世
の
壱
岐
に
も
陰
陽
師
が
居
り
、
野
法
者
・
神
道
補
佐
職
と
も
言

わ
れ
て
い
た
の
が
、
元
禄
八
年
に
土
御
門
家
の
免
許
を
得
て
、
そ
の

数
は
二
十
一
名
に
上
り
、
神
職
同
様
の
待
遇
を
得
て
い
た
。〔
後
藤　

一
九
一
八　

二
三
七
、
後
藤　

一
九
二
六　

七
六―

八
四
〕

　

そ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
Ａ
本
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
新
城
村
祠

官　

平
田
裕
□
」
で
あ
る
が
、
新
城
村
に
平
田
姓
の
祠
官
が
い
た
と
い
う

記
録
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
陰
陽
師
に
つ
い
て
は
、
元

禄
の
土
御
門
免
状
以
降
、
壱
岐
に
平
田
姓
の
陰
陽
師
が
複
数
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
、
そ
れ
は
明
治
四
年
に
神
職
と
な
る
の
を
願
い
出
た
口
上
覚

〔
後
藤　

一
九
二
六　

八
三
〕
に
ま
で
続
い
て
い
る
。
下
條
家
本
と
の
内

容
の
類
似
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
Ａ
本
は
陰
陽
師
に
よ
る
神
楽
本
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

で
は
実
際
に
陰
陽
師
が
神
楽
を
舞
っ
て
い
た
の
か
。
明
治
二
年
十
二

月
、
藩
庁
政
府
よ
り
社
寺
懸
宛
の
「
陰
陽
家
家
業
条
目
」
に
は
、「
近
来
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に
到
り
て
は
、
神
楽
式
等
興
行
致
候
様
相
成
如
何
の
事
に
候
」
と
記
さ
れ
、

陰
陽
師
に
自
ら
の
本
分
を
わ
き
ま
え
る
よ
う
通
達
さ
れ
て
い
る
〔
後
藤  

一
九
二
六　

八
二
〕。
と
い
う
こ
と
は
陰
陽
師
も
神
楽
を
行
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
「
近
来
に
到
り
」
と
あ
る
が
そ
れ
は
正
し
い
の
か
。
次

第
記
の
扉
書
に
は
、

此
各
巻
は
壱
岐
国
諸
社
の
大
神
楽
、
陰
陽
師
等
見
て
少
し
か
へ
て
毎
年
一

度
出
会
し
て
執
行
所
な
り
。
陰
陽
師
己
が
家
業
な
り
。
さ
る
ゆ
へ
同
□

（
職
？―

―

山
口
筆
写
稿
本
原
注
）
の
外
の
人
の
神
楽
ハ
勤
む
へ
か
ら
さ

る
ニ
決
定
せ
り
。

と
あ
る
。
文
意
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
陰
陽
師
が
諸
社
の
神
楽
を
ま
ね
て

神
楽
を
や
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
彼
ら
の
家
業
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。

ま
た
、
陰
陽
師
の
神
楽
は
幕
末
に
の
み
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
元

禄
十
一
年
に
法
者
職
の
者
た
ち
が
土
御
門
の
免
状
を
得
た
際
、
既
に
そ
の

職
分
の
な
か
に
は
「
大
神
楽
之
事
」
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〔
後
藤 

一
九
二
六　

七
九
〕。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
本
は
陰
陽
師
に
よ
る
神
楽
本
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
察
で
き
る
。
ま
た
、
Ａ
本
と
ほ
ぼ
同
文
・
同
構
成
の
Ｂ
本
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
本
は
Ａ
本
・
Ｂ
本
に
比
べ
て
規
模
の
大
き
な
大

神
楽
で
あ
る
が
、「
四
剱
」
の
「
何
事
も―

―

」
の
句
、「
四
弓
」
の
四
季

の
歌
に
共
通
し
て
秋
の
句
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
天
神
と
問
答
す
る
の
が

「
国
津
神
」
で
あ
る
こ
と
、「
あ
ふ
ら
ひ
ら
（
荒
平
）
」
の
記
述
が
み
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ａ
本
・
Ｂ
本
の
要
素
を
持
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と

言
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
近
世
の
壱
岐
神
楽
本
に
記
さ
れ
た
神
楽
の

構
成
、
お
よ
び
神
楽
歌
の
分
析
か
ら
主
と
し
て
Ａ
本
の
資
料
的
な
位
置
づ

け
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
他
の
神
楽
本
の
性
格
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。
本
稿
の
成
果
を
ま
と

め
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
ず
Ａ
本
は
、「
四
剱
」
か
ら
「
鬼
神
舞
」
ま
で
の
八
番
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
小
規
模
な
大
神
楽
で
あ
り
、
Ｂ
本
も
同
様
の
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
両
書
の
み
に
見
ら
れ
る
独
特
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
本
と
神
楽
歌
や
そ
の
構
成
が
近
似
し
て
い
る
平
戸
神
楽
の

「
陰
陽
家
大
神
楽
次
第
本
記
」（
下
條
家
本
）
は
陰
陽
師
神
楽
の
本
で
あ
る
。

Ａ
本
の
末
尾
に
見
え
る
「
平
田
裕
□
」
と
い
う
人
物
は
、
そ
の
姓
か
ら
陰

陽
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
、
事
実
、
近
世
以
降
陰
陽
師
に
よ
る

神
楽
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
本
お
よ
び
同
系
統
の
Ｂ
本
は
陰
陽

師
に
よ
る
神
楽
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
Ｃ
本
に
つ
い
て
も
、

そ
の
詞
章
等
の
近
似
か
ら
Ａ
本
・
Ｂ
本
の
影
響
を
受
け
た
神
楽
本
で
あ
る
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と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
天
明
本
と
次
第
記
に
は
、「
四
剱
」「
四
弓
」
に
お
け
る
剱
・
弓

と
神
と
の
関
係
記
述
、「
二
弓
」
の
演
目
自
体
の
不
在
、「
神
代
開
き
」
の

「
乙
太
夫
」
な
ど
近
似
点
が
多
く
、
共
に
唯
一
神
道
（
吉
田
神
道
）
式
の

祝
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
書
は
唯
一
神
道
系
統
の
神
楽
本
と

言
え
る
。

ま
た
、
現
行
の
壱
岐
神
楽
の
基
と
な
っ
た
弘
化
本
は
、
今
回
考
察
し
た

近
世
神
楽
本
と
の
相
違
点
が
最
も
多
く
、
一
線
を
画
し
た
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
弘
化
本
は
唯
一
神
道
系
と
は
異
な
る
、
い
わ
ば
国
学
の
影
響
を
受

け
た
復
古
神
道
的
神
楽
本
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
朱
筆
で
の
加
除
が
記
さ
れ
た
略
記
は
ど
う
理
解
で
き
る
の
か
。

同
書
の
朱
筆
箇
所
は
、
こ
れ
ま
で
唯
一
神
道
化
が
進
む
過
程
の
加
除
の
跡

と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ａ
本
・
天
明
本
等
と
の
比
較
か
ら
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
神
楽
本
の
要
素
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
唯
一
神
道
化
を
図
っ

た
形
跡
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
当
時
複
数
存
在
し
て
い
た
神
楽
本
の
摺

り
合
わ
せ
、
お
よ
び
簡
略
化
を
行
っ
た
跡
と
み
る
の
が
適
切
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

近
世
壱
岐
神
楽
の
一
端
を
分
析
し
た
に
過
ぎ
な
い
本
稿
に
よ
っ
て
も
、

近
世
の
神
楽
本
に
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
が
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
一
は
「
天
明
本
」・「
次
第
記
」

で
、
唯
一
神
道
系
の
テ
キ
ス
ト
。
第
二
は
「
Ａ
本
」・「
Ｂ
本
」
で
、
陰
陽

道
系
の
テ
キ
ス
ト
。
第
三
は
「
略
記
」
で
、
第
一
・
第
二
の
内
容
を
も
と

に
加
除
を
施
し
た
テ
キ
ス
ト
。
第
四
は
「
弘
化
本
」
で
、
国
学
・
復
古
神

道
系
テ
キ
ス
ト
。
以
上
の
四
種
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
た
め
の
叩
き
台

と
し
て
、
敢
え
て
こ
こ
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
Ｃ
本
に
つ
い
て
は
陰
陽
道
系
テ
キ
ス
ト
の
要
素
が
多
分
に
見
ら

れ
る
も
の
の
、
他
の
演
目
等
の
検
討
が
今
後
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
平
戸
神
楽
の
下
條
家
本
は
陰
陽
道
系
テ
キ
ス
ト
の
系
譜
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

無
論
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
各
神
楽
本
の
共
通
項
や
差
異
に
よ
っ
て
仮
に

分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
各
テ
キ
ス
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
重
複
す

る
箇
所
が
存
在
し
て
い
る
し
、
神
楽
の
担
い
手
で
あ
る
宗
教
者
に
も
テ
キ

ス
ト
同
様
に
重
複
が
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
近
世
壱
岐
神
楽
本
の
う
ち
、
年
代
が
明
確
に
分
か
る
最
も

古
い
本
が
天
明
本
（
一
七
八
一
〜
一
七
八
九
年
）、
最
も
新
し
い
本
が
大

幅
な
改
訂
が
見
ら
れ
る
弘
化
本
（
一
八
四
五
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
内

容
に
違
い
の
見
ら
れ
る
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
年
代
差
は

た
っ
た
の
五
十
六
〜
六
十
四
年
に
過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
近
世
の
壱
岐
神
楽
は
統
一
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
神
楽
本
を
「
両
部
神
道 

↓ 

唯
一
神
道 

↓ 

復
古
神
道
」
と
い

う
単
系
的
な
発
展
段
階
に
位
置
づ
け
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
近

世
の
壱
岐
に
は
、
神
道
神
職
・
陰
陽
師
職
に
よ
る
神
楽
が
存
在
し
、
さ
ら

に
神
職
の
間
で
も
「
家
流
」
と
言
わ
れ
る
家
ご
と
の
神
楽
技
術
が
存
在
し

て
い
た
。
幕
末
に
な
る
と
、
こ
れ
に
さ
ら
に
教
派
神
道
の
神
楽
が
加
わ
る
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な
ど
、
壱
岐
に
は
常
に
複
数
の
神
楽
の
系
統
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ

る
（
２
）

。
先
述
の
多
様
な
テ
キ
ス
ト
が
共
時
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
そ
の

表
れ
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
稿
〔
須
永　

二
〇
一
三
〕
で
示
し
た
と
お
り
、
厳
密
に
言
え
ば
壱
岐

神
楽
は
今
日
に
至
る
ま
で
統
一
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者

に
よ
る
神
楽
が
行
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
、
相
互
の
助
勤
関
係
も
存
在
す

る
。
略
記
の
よ
う
な
改
訂
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
神
楽
奉
納
に
伴
う
人

員
確
保
と
そ
の
詞
章
の
摺
り
合
わ
せ
と
い
う
、
神
楽
の
舞
手
た
ち
の
現
実

的
な
要
請
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

註
（
１
）　

神
楽
関
係
文
書
は
一
つ
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
最
も
新
し

い
記
録
は
壱
岐
神
楽
が
長
崎
県
無
形
文
化
財
に
な
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
こ
の
神
楽
関
係
資
料
は
壱
岐
神
楽
の
無
形
文
化
財
登
録
に
関
し
て
吉
野
氏

が
そ
の
沿
革
を
調
査
す
る
た
め
の
も
の
で
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
神
楽
歌
の
綴
り
も
、

そ
の
際
に
一
次
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

（
２
）　

な
お
、
陰
陽
師
や
新
宗
教
に
よ
る
壱
岐
神
楽
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
〔
須
永　

二
〇
一
三
〕。

参
考
文
献
一
覧

壱
岐
神
楽
保
存
会
（
編
）　

二
〇
〇
二　

『
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

壱
岐
神
楽
』　

芦
辺

町
教
育
委
員
会

神
田　

竜
浩　

二
〇
一
一　

「
壱
岐
神
楽
の
荒
平
舞
」『
民
俗
芸
能
研
究
』
五
一

後
藤　

正
足　

一
九
七
八
（
一
九
一
八
）『
壱
岐
郷
土
誌
』　

歴
史
図
書
社

後
藤　

正
足　

一
九
二
六　

『
壱
岐
神
社
誌
』　

錦
香
亭

白
川　

琢
磨　

二
〇
〇
六　

「
〈
落
差
〉
を
解
く
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

一
三
二

須
永　
　

敬　

二
〇
一
三　

「
壱
岐
の
神
楽
と
神
職
集
団
」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学

部
紀
要
』
五
四

本
田　

安
次　

一
九
九
四
（
一
九
七
三
）　

「
壱
岐
神
楽
」『
日
本
の
傳
統
藝
能
』
神
楽
Ⅲ
（
本

田
安
次
著
作
集
三
）
錦
正
社　

牧
山　

數
馬　

一
九
五
七　

『
壱
州
神
楽
攷
』　

私
家
版

松
本　

裕
利　

一
九
六
五　

「
神
楽
研
究
と
変
遷
」（
稿
本
・
壱
岐
聖
母
宮
蔵
）

山
口
麻
太
郎　

一
九
八
二　

『
壹
岐
國
史
』　

第
一
法
規
出
版

渡
辺　

伸
夫　

二
〇
一
〇　

「
壱
岐
神
楽
の
宿
借
り
曲
『
山
入
舞
』
を
め
ぐ
っ
て―

神
楽
改
革

の
視
点
か
ら―

」『
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
四

謝
辞

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
聖
母
宮
、
お
よ
び
長
崎
県
神
職
会
壱
岐
支
部

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
、
川
久
保
ヒ
ロ
子
氏
・
川
久
保

匡
勝
氏
・
吉
野
藤
子
氏
（
五
十
音
順
）
に
は
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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須　永　　　敬

翻
刻　

壱
岐
聖
母
宮
所
蔵
「
大
神
楽
略
記
」

﹇
凡
例
﹈　

改
行
は
全
て
原
文
の
通
り
と
し
た
。
破

損
等
に
よ
る
欠
字
は
□
、
あ
る
い
は
﹇　

﹈
で
示

し
た
。
翻
刻
者
が
付
け
加
え
た
記
述
に
つ
い
て
は
、

丁
数
は
【　

】、
注
等
は
（　

）
の
中
に
記
し
た
。

ま
た
、
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
敢
え

て
訂
正
を
施
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
て
い
る
。

 
【
一
丁
オ
】

 

大
神
楽
略
記

　
　
　

四
劔

居
テ

一
只
爰
は
永
世
乃
せ
き
と
そ
也

　
　

お
り
居
て
神
の
遊
た
ま
へ
は

一
春
之
初
窓ま

ど

の
梅ウ

メ

が
枝
本ほ

こ
路ろ

ひ
て

　
　

す
た
れ
の
内
に
匂に

を

ふ
花
の
香か

 

【
一
丁
ウ
】

一
す
ゞ
し
や
と
松
の
木こ

か
け
に
立
寄よ

れ
ば

　
　

暑
さ
わ
す
れ
る
常と

こ

夏
の
風

一
秋
く
れ
ば
秋
の
初
風
秋
み
ち
て

　
　

淡あ

ハ

ぢ路
嶋
ま
て
浪な

み

や
懸
け
ん

一
冬
来く

る

と
誰
か
わ
告つ

け

し
う
す
氷
り

　
　

し
く
れ
や
告
て
山
廻
り
す
る

 

【
二
丁
オ
】

　

何
事
も
我
か
心
よ
り
な
す
も
の
を

　
　

其
能
き
わ
さ
を
思
召
立
ら
ん

　

抑
々
我
朝ち

よ

釼
乃
起
り
を
尋
に
釼
は

　

龍
乃
王き

み

作
ら
せ
た
ま
ふ
て
き
ん
き
乃

　

形
か
た
ち

を
あ
ら
わ
し
全
し
ん
執し

う

行
の
器

う
つ
ハ

と

　

な
れ
ば
三
種
乃
一
ツ
と
ぞ
な
り
に
け
る

　

さ
れ
ば
第
一
の
つ
る
き
を
ハ
十
が
の
釼
と
も

 

【
二
丁
ウ
】

　

天
の
尾
羽
張
り
と
も
伊
豆
乃

　

尾
張
り
と
も
申
也

　

第
二
の
釼
を
ハ
虵

を
ろ
ち

乃
あ
ら
ま
さ
と
も

　

は
ば
き
り
の
釼
と
も
天
は
い
き
り
の

　

釼
と
も
申
也

 

【
三
丁
オ
】

第
三
乃
釼
を
ハ
天
む
ら
く
も
の
釼
と
も

　

草
な
き
の
釼
と
も
申
也

第
四
の
釼
を
ハ
都ふ

つ

の
霊

ミ
タ
マ

と
も
健た

け

布
都
乃

　

釼
と
も
佐サ

シ肆
ふ
つ
の
釼
と
も
豊

　

釼
と
も
申
也

一
第
一
乃
釼
ハ
伊
弉
諾
尊
帯ハ

カ
セた

ま
へ
る

 

【
三
丁
ウ
】

釼
な
り
○
第
二
乃
釼
ハ
素
戔
嗚
尊
の
は
か

せ
た
ま
い
て
大
虵
を
伐き

り

た

ま

ゆ

る

給
へ
る
釼
に
し
て

大
和
国
石
の
上
乃
宮
に
そ
こ
め
さ
せ
た
ま
へ
り

第
三
乃
釼
ハ
大ヲ

ロ虵
ち
の
尾
よ
り
出
ル
釼
に
て

尾
張
国
あ
つ
た
の
宮み

や

に
そ
こ
め
さ
せ
給
へ
け
る

 

【
四
丁
オ
】

○
其
与よ

り里
悪あ

く

天
下
を
う
こ
か
さ
ざ
れ
ば

　

国
家
万
民
や
わ
ら
き
て
天
下
大
平ヘ

イ

　

国
土
豊ふ

ら

楽
に
そ
な
り
け
る

　

第
四
の
釼
ハ
高
倉
下
シ
の
ゆ
め
の
内
に

　

得
ル
釼
に
し
て
常
陸
国
鹿か

し

ま嶌
の

　

宮
に
そ
こ
め
さ
せ
給
へ
け
る

 

【
四
丁
ウ
】

居
テ

　

白
銀
乃
目
貫
の
大
刀
の
七
足
ニ
く
み
の
お

　

緒
〆
て
吾
も
は
き
な
ん

　

天
照
神
乃
御
心
之
受
継
て
三
ツ
の
宝
の

　

影
ぞ
く
も
ら
ん

　

天
照
日
影
の
か
つ
ら
か
け
ま
く
も

 

【
五
丁
オ
】
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か
し
こ
く
守
れ
八
十
の
諸
神

宮
居
す
る
所
々
の
神
も
又

　

鹿
嶌
達
せ
し
む
か
し
わ
す
る
な

天
下
の
神
の
乙
女
子
爰
に
又

雲
乃
通
路
行
帰
ル
ら
ん

 

【
五
丁
ウ
】

○
久
か
た
乃
天
に
の
ほ
り
し
村
雲
乃

　
　

釼
は
今
も
代
々
に
伝
得
て

　
　
　

二
釼

居
テ

○
物
こ
と
に
お
そ
ル
心
を
拂
ひ
な
ば

　
　

何
れ
の
神
か
障
り
有
べ
き

 

【
六
丁
オ
】

　
　
　

四
弓

○
春
霞
物
を
ゆ
ひ
な
ば
問と

い

な
ん
と

　
　

山
乃
津
わ
る
ハ
誰
子
な
る
ら
ん

　

夏
山
乃
木き

ゞ々

の
こ
す
へ
に
光
り
指

　
　

弓
張
り
月
を
思
ひ
や
ら
る
ゝ

○
霜
柱
雪
お
桁
雲
も
雨
た
る
き

 

【
六
丁
ウ
】

　

氷
リ
乃
は
り
に
露
の
ふ
き
く
さ

　

婦
津
主
の
力
ま
か
せ
に
取
弓
乃

　
　

張
り
た
る
つ
る
は
ゆ
る
む
こ
と
な
し

○
梓
弓
六
ツ
乃
し
ら
べ
の
し
ら
か
き
に

　
　

強ツ
ヨ

き
心
も
ほ
た
れ
ぬ
る
か
な

○
抑
弓
の
由
来
を
申
せ
バ
面
白
や
○
さ
れ
ば

 

【
七
丁
オ
】

　

第
一
乃
御
弓
を
ハ
座
陣ヂ

ン

の
弓
と
は
申
也

　

第
二
乃
御
弓
を
ハ
発ハ

ツ
コ
ウ向

乃
弓
と
ハ
申
也

　

第
三
乃
御
弓
お
ハ
護コ

ぢ持
乃
弓
と
ハ
申
也

　

第
四
乃
御
弓
を
ハ
治ヂ

せ世
の
弓
と
申
也

　

座
陣
の
弓
と
は
天
照
太
神
近
難
尊
の

　

あ
ぢ
き
な
き
仕
草
に
て
山
河
を
ど
よ

 

【
七
丁
ウ
】

　

め
か
し
あ
お
山
を
か
ら
山
に
な
し

　

天
に
の
ほ
り
た
ま
へ
る
時
居
な
か
ら

　

﹇　

﹈
箭
乃
靭
と
五
百
箭
乃
靭
と
を
於
て

　

持
せ
給
へ
る
故
ニ
か
く
は
名
付
玉
へ
け
り

　

発
向
乃
弓
と
ハ
豊
芦
原
中
津
国
ニ
天
稚

　

彦
を
下
し
給
ふ
時
為
高
皇
産
霊
尊

 
【
八
丁
オ
】

　

天
乃
羽
之
矢
を
添
て
玉
わ
る
天
の
鹿
児
弓

　

是
な
り
○
護
符
弓
と
ハ
天
乃
忍
日
乃
命

　

槵
津
大
来
目
お
引
而
背
に
天
岩
靭

　

負
臂
に
伊
豆
の
高
靭
を
帯
き
天
ノ

　

羽
之
矢
と
八
ツ
目
乃
か
ふ
ろ
や
と
を
添
え
持

　

た
ま
へ
る
天
乃
梔
弓
是
也

 

【
八
丁
ウ
】

○
治
世
乃
弓
と
ハ
彦
火
火
出
会
尊
常
に
持

　

﹇　

﹈
給
へ
て
風
雨
に
あ
れ
と
も
山
の
幸
を

　

恵
給
所
の
御
弓
是
也
○
抑
天
照
太
神
神
坂

　

た
け
く
お
わ
し
ま
す
に
よ
つ
て
そ
さ
の
を
の
尊

　

た
け
き
あ
ら
か
ね
の
い
き
を
い
お
ふ
せ
か
ん
と

　

思
召
天
乃
か
ぐ
山
の
木
と
竹
と
を
取
ら
せ
玉

 

【
九
丁
オ
】

　

ひ
て
弓
の
長
さ
七
尺
五
寸
ニ
つ
も
ら
せ

　

た
へ
る
彼
乃
弓
め
向
学
て
造
ら
ん
と

　

思
召
後
た
け
ハ
い
さ
な
き
の
尊
前
竹
ハ

　

い
さ
な
み
尊
本
筈
う
ら
筈
ハ
天
地
陰

　

陽よ
う

の
両
義
を
表
し
中
ハ
則
天
の
御
中

　

主
ノ
尊
お
表
し
て
作
ら
せ
給
へ
希け

りり

　

放
天
の
か
ご
弓
と
は
申
也
御
箭
名
ハ

 

【
九
丁
ウ
】

　

天
乃
羽
々
矢
神
通
の
鏑
矢
と
は
申
也

　

四
張
乃
御
弓
ニ
横よ

こ

手
乃
御
て
ふ
と
を
相
添
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東
西
南
北
ニ
そ
配
ら
せ
玉
へ
け
る
其
時
弓

　

始
せ
ん
と
思
召
他
宿
の
城
戸
と
ほ
〳
〵
と

　

打
な
ら
さ
せ
給
へ
ば
内
よ
り
男
こ
た
え
て

　

一
首
か
く
ら
ん
改
ル
年
の
始
の
弓
枕
吾

 

【
十
丁
オ
】

　

が
せ
し
こ
と
の
叶
斗
り
ニ
○
他
そ
の
城
戸
を

　

ほ
と
〳
〵
と
打
な
ら
さ
せ
給
へ
ば
内
よ
り

　

女
人
こ
た
え
て
一
首
書
く
ら
ん
○
千
早

　

振
神
の
前
ニ
弓
張
り
て
百
矢
射
共

　

あ
だ
矢
い
せ
ん
○
梓
弓
曳
は
よ
り

　

来
る
た
を
〳
〵
と
我
か
産
人
に
百
矢

 

【
十
丁
ウ
】

　

い
さ
せ
ん
○
梓
弓
雲
乃
伊
勢
弓
引
す
へ
て

　
　

我
が
産
人
の
悪
魔
払
わ
ん

﹇
居
（
ヵ
）
﹈
テ

　

か
し
こ
く
も
吾
か
手
ニ
取
も
か
こ
弓
の

　
　

其
勢

い
き
お
いを

ま
な
ふ
物
哉

　
　
　

二
弓

 

【
十
一
丁
オ
】

○
其
六
将
軍
と
申
奉
る
ハ
宗
像
住
吉

　

諏
訪
勢

（
マ
マ
）

田
三
嶌
こ
う
良
乃
大
神
也

　

怨
敵
退
散
乃
為
ニ
天
下
ら
せ
玉
へ
け
り

　

抑
東
方
殿
と
申
奉
る
ハ
六
万
六
千
六
百

　

六
十
六
神
の
大
小
神
祇
冥明

道
高
き
ハ

　

大
神
低
き
小
神
毎
ニ
部
類
春

（
マ
マ
）

属

 

【
十
一
丁
ウ
】

　

共
ニ
降
臨
影
向
し
た
ま
へ

　
　
　

西
南
北
共
ニ
同
断

　
　
　
　

五
方
開
き

　

東
方
殿
ト
申
せ
ハ
甲
乙
乃
方
也
山
を
申
せ
ハ

　

朝
日
山
彼
の
方
に
あ
る
し
ま
し
ま
す

　

三
生
元
木
の
神
木
乃
御
祖
句
々
廼
尊

 

【
十
二
丁
オ
】

　

を
始
メ
奉
り
て
六
萬
六
千
六
百
六
拾
六
乃
神

　

大
小
乃
神
祇
冥
道
今
日
今
夜
神
と

　

神
垣
乃
七
五
三
乃
御

の
内
に
し
や
う
じ

　

奉
り
平
ク
安
ク
今
ぞ
正
面
に
受
聞
と
申
ス

　

南
方
殿
と
申
ハ
丙
丁
ノ
方
也
山
申
せ
ば

　

朱
雀
乃
山
か
の
方
に
あ
る
し
ま
す

 
【
十
二
丁
ウ
】

　

二
儀
元
火
の
神
火
祖
軻
遇
突
知
命
を

　

始
り
て
七
万
七
千
百
七
十
七
神
大
小
神
祇
冥

　

道
西
方
殿
申
ハ
庚
辛
方
也
山
を
申
せ
ば

　

白
銀
の
山
か
の
方
に
あ
る
し
ま
し
ま
す

　

四
穀
元
金
乃
神
金
御
祖
金
山
彦
命
を

　

始
メ
奉
り
て
八
萬
八
千
八
百
八
拾
八
神
乃
大
小

 

【
十
三
丁
オ
】

　

乃
冥
道
北
方
殿
と
申
ハ
み
つ
の
へ
の
方
也

　

山
を
申
せ
ハ
玄
武
山
か
の
方
に
あ
る
し
ま
し
ま
す

　

一
徳
元
水
乃
神
水
乃
御
祖
罔ミ

ツ

象
女
命

　

を
始
奉
り
て
九
万
九
千
九
百
九
拾
九
神
の

　

大
小
乃
神
祇
冥
道

　

中
央
殿
と
申
ス
ハ
戊ゐ

ノ
方
也
玄
黄
青
色

 

【
十
三
丁
ウ
】

　

天
に
あ
ら
わ
れ
ま
し
ま
す
日
月

　

星
辰
五
行
の
大
祖
伊
弉
諾
尊
を
始
メ

　

奉
り
て
天
乃
神
光
一
萬
一
千
五
百
貮
拾
神

　

乃
大
小
の
神
祇
冥
道
下
方
殿
と

　

申
ス
ハ
巳ツ

ち

ノ
方
也
則
国
土
乃
大
祖

　

伊
さ
な
み
命
始
奉
り
て
五
鬼
元

 

【
十
四
丁
オ
】

　

土
神
土
の
御
祖
埴
安
命
地
に

　

鎮
り
ま
し
ま
す
神
霊
壱
萬

　

一
千
五
百
貮
拾
神
乃
大
小
乃
神
祇
冥
道
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今
日
今
夜
神
戸
神
坂
乃
七
五
三
の

御
し
め
の
内
鎮
し
奉
り
平
ク
安
ク

今
楚ソ

正
面
に
受
き
こ
し
め
せ

 

【
十
四
丁
ウ
】

居
テ　

神
乃
代
を
思
ひ
渡
ル
も
久
か
た
の

　

天
乃
う
き
橋は

し

国
乃
御
柱

見
て
も
し
れ
誰
も
生
れ
の
二
柱

　

是
天
地
乃
姿
な
ら
す
や

此
辺
に
国
津
神
や
有
ル

夫
に
御
こ
え
の
有
リ
け
る
ハ
何
れ
の
神
ニ
而

ま
し
ま
す
か

 

【
十
五
丁
オ
】

　
　
　

神
代
開

居
テ

　

天
津
神
に
廻
リ
逢
こ
そ
嬉
し
け
れ

　
　

積
思
ひ
を
何
と
か
た
ら
ん

□
（
立
ヵ
）

　

抑
吾
か
朝
主
と
申
奉
ル
第
一
国
常と

こ
た
ち立
尊

　

第
二
国
さ
つ
ち
乃
尊
第
三
豊
斟
淳
尊

　

此
三
体
ハ
陰
陽
神
ニ
而
ま
ん
〳
〵
た
る

 

【
十
五
丁
ウ
】

海
上
や
ふ
〳
〵
と
し
て
く
も
を

へ
た
て
お
わ
し
ま
す

第
四
う
ひ
ち
に
尊
す
ひ
に
の
尊
第
五

大
戸
道
尊
大
刀
邊
尊
第
六
面
た
る
の
尊

か
し
こ
ね
の
尊
此
三
代
は
男
体た

い

女
体
の

尊
神
な
れ
共
陰い

ん

陽
和
合
の
道
ハ
な
か
り

け
り
第
七
伊
弉
諾
伊
弉
冉
尊
始
て

 

【
十
六
丁
オ
】

陰い
ん

陽
和
合
道
を
さ
と
り
た
ま

（
マ
マ
）て

日
神
月
神
蛭ひ

る

子
そ
さ
の
お
尊
を
あ
れ

ま
さ
せ
給
へ
け
る
是
則
神
代
七
代
と
は

申
也
地
神
五
代
と
申
奉
ル
ハ
第
一
天
照
大
神

広
大
じ
ひ
に
ま
し
ま
し
て
日
を
て
ら
せ

雨
を
ふ
ら
せ
国
土
を
潤
し
た
く
せ
末
代
の

 

【
十
六
丁
ウ
】

今
日
ニ
至
迠
し
ゆ
生
を
助
ケ
給
へ
け
る

第
二
正
哉
吾
勝
〻
速
日
天
穂
耳
申
奉
ル
ハ

上
天
常
住
の
神
代
と
ハ
申
也
第
三

天
津
彦
之
火
の
瓊
の
に
ゝ
き
の
命
始
て

日
向
に
天
下
ら
せ
給
へ
け
る

第
四
彦
火
々
出
見
尊
始
て
海
宮
り
ん
こ
ふ

を
被
成
け
る
第
五
彦
な
き
さ
た
け
う
か
や

 

【
十
七
丁
オ
】

　

ふ
き
あ
わ
せ
す
の
尊
高
千
穂
の
宮
に

　

ま
し
ま
し
て
衆
生

度
を
な
し
給
ふ

各
立

　

夫
に
み
え
さ
せ
給
ふ
は
天
神
に
て

　

や
ま
し
ま
す
か
夫
に
お
こ
え
の

　

き
か
ふ
る
は
国
津
神
ニ
而
有
リ
つ
ら
ん

　

た
ま
さ
か
に
逢
そ
嬉
し
き
身
余
る

　

つ
も
る
こ
と
ば
を
共
ニ
か
た
ら
ん

 

【
十
七
丁
ウ
】

○
あ
ひ
ふ
れ
ば
つ
も
る
思
ひ
の
胸
晴
て

　

扨
も
天
神
ハ
何
れ
の
道
に
て
お
わ
し

　

わ
れ
ハ
天
津
神
故
君
た
る
道
扨
も

　

汝
ハ
何
れ
の
道
成
ル
そ
や
僕
か
れ
は

　

国
津
神
故
臣を

ミ

た
る
道
君

グ
ン
シ
ン
ノ臣
道
を

　

始
と
し
て
千
道
百
道
多
け
れ
と

 

【
十
八
丁
オ
】

　

正
シ
キ
道
は
神
乃
通
イ
路
○
是
よ
り
ハ

　

た
ゝ
し
き
道
を
た
ゝ
し
て
今
ゟ
ハ

　

都
の
方
に
御
供
を
申
さ
ん

　

只
今
つ
の
ゝ
継
弓
神
通
の
か
ふ
ら
矢

　

お
く
り
参
リ
た
り
扨
も
其
品
々
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至
来
目
出
度
先
は
文
一
見
申
さ
ん

　
　
　

祝
詞

 

【
十
八
丁
ウ
】

　
　
　

鬼
神
舞

さ
ひ
拝
〳
〵
敬
白
大
日
本
国
西
海
道

壱
岐
国
石
田
郡
壱
岐
郡
何
村
何
社

何
神
に
御
神
楽
を
そ
ふ
し
奉
る

道
じ
や
う
に
何
者
か
こ
し
に
榊
葉
を

指
は
さ
ん
て
山
如
し
う
こ
き
来
ル

 

【
十
九
丁
オ
】

か
ふ
べ
を
見
れ
ハ
高
山
乃
如
く
ひ
た
に
ハ

四
海
乃
波
を
た
ゝ
へ
鼻ハ

ナ

ハ
千
け
ん
の
岩
屋
ノ

如
ク
口
内
に
し
ゆ
を
か
せ
ど
り
こ
え
は

な
らる

す
神
乃
津
ゝ
み
の
如
ク
な
ら
す

こ
し
に
は
あ
づ
さ
の
弓
を
張
リ
上
下
の

木
葉
は
剱
を
ぬ
き
違
た
ル
が
如
し

夫
形カ

タ
チさ
な
が
ら
鬼
形ぎ

う

ニに
事
な
ら
ず

 

【
十
九
丁
ウ
】

善
神
か
悪
神
か
夫
実
体
を
つ
ぶ
さ
ニ

か
た
り
給
へ
い
つ
わ
り
を
か
た
る
物
な
ら
バ

神
へ
ん
神
道
乃
白
枝
を
以
テ
忽

タ
チ
マ
チ

打
ち

　

や
う
ち
や
く
ニ
及
は
ん

鬼
神
返
事

一　

夫
某
は
猿
田
彦
の
化
身
に
て
谷
八
つ

 

【
二
十
丁
オ
】

　

嶺
八
ツ
打
ふ
さ
か
り
た
る
あ
ら
ひ
ら
と
ハ

　

吾
か
事
也
今
日
ふ
し
た
る
ま
に

　

榊
を
壱
本
な
ら
ず
貮
本
な
ら
す
手
折

　

取
た
る
ハ
何
者
ぞ
急
ゝ
返
し
給
わ
れ

内　
　

天
照
す
神
乃
御
孫
乃
国
な
れ
ば
い
つ

　

こ
そ
鬼
乃
す
み
か
な
る
ら
ん

 

【
二
十
丁
ウ
】

鬼
　

天
照
す
神
乃
御
孫
乃
国
故
ニ
榊
乃
枝
を
か
く

　

そ
求
る
○
内
舞
順
風
に
眼
を
入
る
身
な
れ
ど
も

　

御
す
乃
内
な
る
神
ハ
見
せ
ま
し
○
鬼
神
舞

　

順
風
に
眼
を
入
れ
る
身
な
れ
せ
ば
み
す
の
内

　

成
ル
神
は
見
て
あ
リ
吾
か
此
木
ハ
見
せ
ま
し

　

只
今
乃
舞
乃
御
い
ら
へ
に
よ
り
猿
田

　

彦
乃
御
化
身
と
ハ
つ
ぶ
さ
に
承
リ

 

【
二
十
一
丁
オ
】

　

左
も
あ
ら
ば
天
地
開
闢
之
始
造
化
乃

次
第
つ
ぶ
さ
に
御
語
り
給
ふ
ち
や
う
も
ん

仕
ら
ん
○
鬼
左
も
あ
ら
ず
夫
に

津
ゝ
し
ん
で
聞
給
へ
天
地
未
分
乃
時
渾
尭
活

た
カ
レ

る
事
と
り
の
子
の
如
し
く
ゞ
も
り
て

き
ざ
し
を
ふ
く
め
り
夫
清ス

ミ

明
ら
か
成

者
は
た
な
び
ふ
て
天
と
成
ル
杳
ク
に
こ

 

【
二
十
一
丁
ウ
】

れ
る
物
は
つ
ゝ
ひ
て
地
と
成
リ
神
夫
中
に

あ
れ
ま
す
其
後
伊
弉
諾
伊
弉
冉
尊

天
浮
橋
上
よ
り
天
の
鉾
矛
を
指
を
ろ
し

か
き
さ
ぐ
り
給
ま
え
ば
其
矛
乃
さ
き

よ
り
露
し
た
ゝ
り
て
海
中
に
か
た

ま
り
則
自
凝
嶋
と
な
れ
り
次
第

 

【
二
十
二
丁
オ
】

造
化
ち
り
か
積
り
て
岡
と
な
り
山
と
成
リ

露
し
た
ゞ
て
川
と
な
り
海
と
な
り
け
ん
ハ

さ
ら
に
な
り
草
木
鳥
し
ゆ
う
自シ

セ

ン然

成
ル
大
日
本
国
と
ハ
是
成
リ
し
ん
だ
ん
天

竺
三
か
ん
け
ひ
た
ん
と
く
き
ん
か
ふ
ぢ
其
余

乃
外
国
か
そ
ゆ
る
に
い
と
ま
な
し
天
ニ
九
野

あ
り
京
に
九
脩
有
リ
ひ
え
の
山
に
よ
ぢ

 

【
二
十
二
丁
ウ
】
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あ
か
り
眼
を
開
き
見
て
あ
れ
ハ
国
は
鎮

西
壱
岐
国
此
村
此
御
前
の
此
御
神
を

す
ゞ
し
め
奉
ら
ん
が
其
た
め
に

白
き
し
や
う
物
を
免
給
る
十
二
人
の

神
楽
男
あ
な
た
ひ
ら
り
こ
な
た

さ
ら
り
ひ
ら
り
さ
ら
り
と
舞
ナ
ン

き
つ
と
見
て
五
百
筒
の
ま
榊
を
ね

 
【
二
十
三
丁
オ
】

こ
キ
し
て
え
ひ
や
つ
〳
〵
と
此
神
乃

屋
ニ
引
出
し
て
い
ざ
き
身
ん
舞
を
一
番

舞
申
さ
ん
名
御
ば
や
し
給
ふ

 

【
二
十
三
丁
ウ
】

　

新
城
村
祠
官
平
田
裕
□

 

明
福

　
　
　

大
神
楽
次
第
略
記

　
　
　
　

祝
詞

夫
大
山
と
と
よ
あ
し
原
み
つ
ほ
乃
国
天
地

開
百
乃
始

ハ
し
め

○
国
と
こ
だ
ち
の
命
よ
り
い
さ
な
き

い
ざ
な
み
乃
命
至
天
の
う
き
ハ
し
の
上
よ
り

 

【
後
欠
】


